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整備が進む岩瀬駅前

耐震補強工事が予定されている岩瀬西中学校

「サンパル」で泳ぐ子どもたち

三
月
議
会
で
サ
ン
パ
ル
に
つ
い
て
、

種
々
指
摘
が
さ
れ
た
が
、
真
剣
に
協

議
し
て
い
る
か
。

　
合
併
時
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
地
方
自

治
法
二
四
四
条
に
基
づ
い
て
条
例
を
定
め
、

違
反
し
た
場
合
の
条
項
も
あ
る
。

　
ス
イ
ミ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
桜
川
が
継
続
的

に
使
用
し
て
い
る
が
、
使
用
時
間
に
条
例

違
反
が
あ
る
。
条
例
は
遵
守
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
条
例
の
不
備
も
あ
り
改
正
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
近
隣
の
類
似
施
設
の
状
況

及
び
費
用
経
費
に
つ
い
て
担
当
者
レ

ベ
ル
で
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
条

例
、
規
則
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今
、
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

石
油
高
騰
時
の
維
持
管
理
費
は

維
持
管
理
費
と
い
う
こ
と
か
ら
石
油

が
高
騰
し
て
い
る
。
財
政
が
許
さ
な

い
部
分
が
あ
る
が
。

教
育
次
長
　
三
月
ま
で
の
見
込
み
で

決
算
額
が
二
八
〇
一
万
の
支
出
、
入

場
使
用
料
が
五
九
九
万
と
な
っ
て
お
り
、

重
油
の
本
年
の
価
格
動
向
で
す
が
、
こ
の

ま
ま
推
移
し
ま
す
と
、
五
〇
〇
万
台
に
行

く
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

条
例
に
定
め
の
な
い
使
用
料
は
無
料
に

星
の
宮
さ
ん
か
ら
一
〇
〇
円
徴
収
し

て
い
る
と
い
う
が
、
条
例
に
定
め
が

な
い
。
無
料
に
す
べ
き
で
あ
る
。

教
育
次
長
　
連
続
使
用
の
申
し
出
に

よ
り
必
要
経
費
分
く
ら
い
、
園
児
一

〇
〇
円
の
使
用
料
を
支
払
い
た
い
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
条
例
で
は
無
料
で
す
。

川那子秀雄 議員

条
例
違
反
が
あ
る

条
例
改
正
を

一般質問…
3名の議員が登壇

中
国
で
の
大
地
震
に
よ
る
建
築
物
の

崩
壊
に
よ
り
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た

こ
と
で
、
国
は
特
に
小
・
中
学
校
の
校
舎
に

対
し
て
耐
震
改
修
へ
急
ピ
ッ
チ
で
動
き
出
し

ま
し
た
が
、
当
市
で
は
今
後
ど
の
よ
う
な
方

策
で
耐
震
化
の
促
進
を
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
岩
瀬
西
中
、
東
中
に
つ
い

て
は
、
両
校
と
も
耐
震
度
が
基
準
を

下
回
っ
て
お
り
、
安
全
性
を
確
保
す
る
見

地
か
ら
、
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
が
必
要

で
あ
る
と
の
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
の
で
、

平
成
二
十
一
年
度
よ
り
順
次
、
耐
震
補
強

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

教
育
次
長
　
校
舎
の
耐
震
診
断
の
予

定
、
順
序
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

小
・
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

児
童
生
徒
数
の
減
少
で
小
規
模
が
進

む
小
・
中
学
校
の
統
合
に
向
け
て
、
県

教
育
委
員
会
が
矢
継
ぎ
早
に
誘
導
策
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
当
市
で
は
統
合
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
少
子
化
の
傾
向
が
続
く
中
、

当
市
に
お
い
て
も
園
児
、
児
童
、
生
徒

数
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
統
合
に
つ
い
て
現
在
検
討
委
員
会
の

設
置
に
向
け
、
設
置
要
綱
の
策
定
委
員
の

選
考
等
準
備
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
市
と

し
て
の
学
校
の
適
正
規
模
や
適
正
配
置
に

つ
い
て
十
分
検
討
い
た
だ
き
、
今
後
の
基

本
的
考
え
方
に
つ
い
て
答
申
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

相田一良 議員

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の

耐
震
化
促
進
に
つ
い
て

﹁
多
目
的
複
合
施
設
︵
仮
称
︶
﹂
の
建
設

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会

教
育
法
の
規
制
を
受
け
る
︵
営
利
事
業
等
︶

建
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。
多
目
的
と
は
具

体
的
に
は
ど
ん
な
目
的
で
し
ょ
う
か
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
の
決
定
が
、
そ

の
ま
ま
市
の
決
定
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
経
費
は
約
二
〇
億
円
で
す
。

公
民
館
の
役
割
を
継
承
す
る
施
設
で
、

社
会
教
育
法
の
規
制
を
受
け
る
も
の
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
議

論
は
基
本
的
な
方
向
性
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
瀬
駅
前
整
備
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

岩
瀬
駅
前
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、﹁
お
金
を
か
け
た
割
に
は
効
果
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
﹂
と
の
心
配
の
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
整
備
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

伺
い
ま
す
。

市
長
　
事
後
評
価
シ
ー
ト
︵
整
備
後

に
国
に
提
出
す
る
文
書
︶は
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
の
成
果
と
実
施
過
程
等
に
つ

い
て
評
価
原
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
住

民
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
⋯
年
金
月
額

一
・
五
万
円
未
満
は
保
険
料
免
除
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
自
民
党

の
中
曽
根
元
首
相
な
ど
も
批
判
の
声

を
上
げ
て
い
ま
す
。
年
金
月
額
一
・
五
万
円

未
満
者
へ
の
保
険
料
全
額
免
除
と
、
未
納

者
へ
の
保
険
証
取
り
上
げ
を
や
め
る
よ
う

求
め
ま
す
。

市
長
　
国
も
制
度
の
見
直
し
を
検
討

中
で
す
。
国
の
決
定
を
受
け
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

菊池節子 議員

多
目
的
複
合
施
設
︵
仮
称
︶
と
は

ど
の
よ
う
な
建
物
な
の
か

市設置型合併浄化槽について

活発に意見交換

市設置型合併浄化槽について

活発に意見交換
　５月 19 日に、大分県由布市議会建設水

道常任委員会の利光直人委員長ほか６名

が、行政視察に来庁されました。

　当議会からは、上野征一建設経済常任委

員長、市からは告 清嗣上下水道部長およ

び下水道課担当者が同席し、生活環境の改

善と河川などの公共用水域の保全を図るた

め、生活排水対策として市設置型合併浄化

槽整備事業について視察研修されました。

　これまで桜川市の取り組んできた事業に

ついて、上下水道部下水道課職員より説明

があり、活発な意見交換等がされました。

視 察 日：平成 20 年５月 19 日（月）

来庁議会：大分県由布市議会

目　　的：市設置型合併浄化槽




